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～ よろしくお願いします ～ 

４月の初出勤の際、学校南側の交差点を右折すると眼前に新緑が映

える金立山の山並みが広がり、いい環境にある学校だとしみじみ感じたと

ころです。 

あらためまして、今年度、金立特別支援学校に赴任しました近藤と申し

ます。どうぞよろしくお願いします。 

保護者のみなさま、関係者のみなさまにおかれましては、日頃から本校

教育にご理解とご協力をいただき、心から感謝申し上げます。 

 

今年度の本校の教育目標ですが、校訓に則り、 

「明るく」 

児童生徒の主体性を尊重しながら、個に応じた教育を充実させる 

「正しく」 

  自立と社会参加に向けて、児童生徒の夢や希望を大切にする教育を充実させる 

「たくましく」 

  健康・安全教育を進めるとともに、思いやりや豊かな心を育む教育を充実させる 

と定めております。 

 それぞれの児童生徒が、安心・安全に学び、自分の力を発揮して楽しく学ぶことができるよう、職

員一同頑張ってまいります。 

 

さて、今年度８月末から、大和特別支援学校（佐賀市大和町）の一部の児童生徒が金立特別

支援学校での学習を開始します。グラウンド南側に新設した校舎で学習を行いますが、その準備

や付帯する工事等で当面保護者のみなさまにもご不便をおかけすることとなりますが、ご理解の

程よろしくお願いいたします、 

 さらに、令和９年度には、第 70 回全国肢体不自由特別支援学校 PTA 連合会総会及び PTA・

校長会合同研究大会「佐賀大会」が開催されることとなっており、本校が主管校となり鋭意準備

に取り組んでいるところです。 

 

 令和９年度には本校が開校し 60 年を迎えます。節目の年及び以降の教育活動充実に向け、保

護者のみなさま、関係者のみなさまと連携しながら進んでいきたいと考えておりますので、どうぞよ

ろしくお願いします。 

 

 
イラストは生徒作品 

校長 近藤 清孝 
（こんどう きよたか） 

 



 

 

 

このたび分校舎教頭として、うれしの特別支援学校から参りました、片渕香織です。歴史あるこ

の金立特別支援学校に赴任することとなり、とても楽しみでありながら、日々身が引き締まる思い

で過ごしております。 

 
子どもたち一人一人が「できた」「わかった」「楽しい」を実感し、また明日も友達や先生と学び
たいな、遊びたいな、と明日を期待するような日々となるよう、教職員一同力を合わせて取り組ん
でまいります。 

 
 本校の校歌にあるように、「希望の光 胸にだき ともに手をとりはげまして 明るくのびよう 元気よ

く」という思いを大切に、それぞれのよさを認め合い、支え合う温かな学びの場をつくってまいります。

今後ともご理解とお力添えをよろしくお願いいたします。 

 

４月から金立特別支援学校の一員となりました、本校舎教頭の廣森です。初めて金立特別支援

学校に赴任しましたが、自宅が近隣であるため、通勤やジョギングの折には学校を眺めていましたの

で、その点では親しみのある学校です。 

４月１日に緊張しながら赴任して、まず感じたことは、校訓と校歌に示された「明るく、正しく、たくま

しく」という言葉です。４月６日に児童生徒の皆さんと出会ったときに、その言葉が心に浸透していき

ました。それから２か月が経ち、児童生徒の学んでいるときの眼差しや楽しいときの笑顔、友だち想い

の優しさに触れ、自分自身、一日一日を「明るく、正しく、たくましく」生きていこうと感じています。 

 保護者や地域の皆様、先生方からの力をお借りしながら、微力ではありますが、児童生徒の成長、安心・安全な教育環

境の提供に尽力してまいりたいと思います。どうぞ、よろしくお願いします。 

 

副校長 鍋島正弘 
（なべしま まさひろ） 

 

平素から、当校の教育活動にご理解とご協力をいただき、心から感謝申し上げます。 

私は、昨年（令和 7年）4月に当校に赴任し、副校長として 2年目を務めさせていただきます鍋島

です。特別支援学校の管理職を務めるのは、中原特別支援学校に続き、2校目になります。何卒、宜し

くお願いいたします。 

学校は、一人一人の状況に応じた教育を実践する場であり、「学び」を保障する場です。 

そのために、本年度も「教育の質の向上」と、「教育環境の整備充実」を推進する所存です。 

私は、特別支援学校に赴任するたびに、「Special Needs School」という言葉の重さと深さを感じ 

ています。私たち特別支援教育に携わる教職員は、児童生徒、一人ひとりの教育的ニーズを把握し、 

そのニーズに応じた、きめの細やかな学習支援と、個々に応じた自立支援活動の推進との併存に努めなければなりません。 

 
さて、当校の教育活動の現状については、国及び県の指針に沿って、感染症等の予防対策を徹底しながら、日々、教育活 

動を推進しています。その結果、児童生徒の皆さんへ安心安全な教育環境を提供できています。今後も、保護者の皆様、 

地域社会の皆様、関係機関の皆様に、ご協力やご助言を賜りながら、安心安全な教育環境の維持と、学びの保障を両立 

させてまいります。今後とも、ご理解とご協力のほど、宜しくお願いいいたします。 

 

教頭 廣森賢治 
（ひろもり けんじ） 

 

教頭 片渕香織 
（かたふち かおり） 

 


